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１．はじめに 

 新若戸道路（仮称）の陸上トンネル部（若松側）はボッ

クスカルバートの形状をしており，部材の厚さが 1,300mm

程度のマスコンクリート構造物である。このような構造物

では，コンクリートの温度応力や乾燥収縮などの体積変化

によるひび割れ発生の可能性があり，その解決策としては，

低熱ポルトランドセメントの使用や誘発目地の適用がなさ

れている例えば，1)。 

 そこで，本論文では，低熱ポルトランドセメントを用い

たコンクリートの乾燥収縮によるひび割れ制御として誘発

目地試験を実施し，誘発目地の形状と断面欠損率により目地周辺部に

発生する応力度の相違から，ひび割れの誘発に有利な目地を検討した。 

２．低熱ポルトランドセメントを用いたコンクリートの特性確認 

 本工事で使用する低熱ポルトランドセメントを用いたコンクリート

の試験練りを実施し，その特性について確認した。使用材料を表－1

に，試験練りによって決定した配合を表－2 に示す。なお，コンクリー

トに関するセメント水比と圧縮強度の関係などを調査した結果，水中

標準養生で圧縮強度（呼び強度 30N/mm2）から求められる水セメント比

は 79.4%であったが，仕様により水密性の高いコンクリートが必要であ

るため，水セメント比は 55%とした。 

 圧縮強度と弾性係数の関係は図－1 に示すよ

うに，土木学会の推奨値 2)よりも弾性係数が若

干高めの値となることが分かった。また，質量

減少率は，乾燥させた材齢が早いほど大きな値

を示した。 

３．誘発目地試験 

３－１．試験方法 

 森本ら 3)によると，誘発目地の断面欠損率を

50%程度に増加させると，目地以外でのひび割

れは減少させることが可能であるとされてい

る。そこで，誘発目地の検討に使用する試験体

は，図－2 に示すドーナツ型のコンクリート試験体を製作し，ひび割れの早期確認に有効な目地の形状と断面

欠損率を検討する。誘発目地の形状は図－3 に示す 4 シリーズとし，断面欠損率は 32%，42%，52%，62%，72%

表－1 使用材料一覧表 

 

表－2 コンクリートの配合表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図－1 圧縮強度と弾性係数の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3 誘発目地の形状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図－2 誘発目地試験体 
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の 5 種類について測定する。コンクリートの打込みは，ドーナツ型コン 
クリートの試験体とともに，圧縮強度用試験体，乾燥収縮用試験体を採

取し，ひび割れ発生と硬化コンクリート特性の関係について測定する。 

 本工事では，コンクリート打込み後 8 日目に脱型する予定となってい

るため，コンクリート表面の養生は濡れスポンジで 7 日間行い，8 日目

にコンクリート表面を乾燥状態にした。なお，側面の型枠は脱型せず一

面乾燥状態をつくり，試験体の観察を 1 日 2 回程度行った。 

３－２．試験結果 

 誘発目地形状別のひび割れ確認状況を図－4 にまとめた。乾燥材齢 1

日目には，断面欠損率 62%の B，D シリーズ，72%の B，C，D シリーズの

誘発目地ライン上にヘアクラックが発生した。その後は，乾燥材齢が 32

日以上経過した地点で断面欠損率 52%の B，C シリーズ，72%の A

シリーズの誘発目地周辺部に微細なひび割れが発生したが，目

標とする脱枠後 10 日以内のひび割れ確認には及ばなかった。  

 誘発目地試験のひび割れ観測は，コンクリートの管理材齢で

ある91日まで行ったが，断面欠損率32%の全シリーズ，42%の A，

C シリーズ，52%の D シリーズにおいては，目地周辺部における

ひび割れの発生は確認されなかった。 

 乾燥収縮試験によって得られた長さ変化ひずみの履歴を図－

5 に示す。コンクリートの乾燥収縮による体積変化は，乾燥材齢

の若いものほど大きく，材齢の進行につれて長さ変化ひずみは

収束傾向を示した。圧縮試験の結果，材齢 91 日の圧縮強度は

42.8N/mm2であり，呼び強度を 30N/mm2 と設定したコンクリート

では，長さ変化ひずみは 600μに達しないと予測できる。 

 誘発目地形状とコンクリートの長さ変化ひずみの関係を図－

6 にまとめた。誘発目地の断面欠損率別に図を読み取ると，本工

事で使用する低熱ポルトランドセメントを用いたコンクリート

においては，長さ変化ひずみが 600μ以下である場合，断面欠損

率が 32%以下の誘発目地では，ひび割れを目地周辺部に誘発させ

ることができないと分かる。また，シリーズ別の形状において

は，乾燥材齢が若く，長さ変化ひずみの値が小さいコンクリートに対し，ひび割れの誘発に有利な形状は B

または C シリーズであることから，目地周辺部の応力は内外枠側に集中していることが分かった。 

 以上の結果から，最も目地周辺部にひび割れが集中し，早期の確認が可能である断面欠損率 62%の B シリー

ズを誘発目地として採用することとした。 

４．まとめ 

 本構造物における，コンクリートの体積変化によるひび割れは，温度応力に対して低熱ポルトランドセメン

トの使用，乾燥収縮に対して断面欠損率 62%の B シリーズ誘発目地材の設置によって制御することが可能であ

ることが分かった。ただし，本論文の結論は試験を主体としたものであり，本工事においてこの有効性を確認

していく予定である。 
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    図－5 長さ変化ひずみの履歴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図－4 ひび割れ確認の履歴 

 
 
 
 
 
 
 
 

図－6 断面欠損率と長さ変化ひずみの関係 
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